
アンジェロセックは2021年に設立20周年を迎えました。建設用資機
材の製造・販売を行う株式会社エスイーとフランスの大手コンサルタ
ント会社アンジェロップ（INGÉROP）社との技術協力関係のもとに
設立された当社は、これまで交通インフラ分野を中心に国内外で事業
を展開してきました。今後も最先端技術へのチャレンジや仏アンジェ
ロップ社グループの特色を生かし、進化していくことを目指します。

活動国・地域一覧

https://www.ingerosec.com/
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フランスで学んだ技術を日本へ
当社は、橋のケーブルなどのエ

ンジニアリング事業を手掛ける
（株）エスイー（SEC）と、フラン
スの大手総合建設コンサルタント
であるアンジェロップ社の技術協
力関係の下、2001年に設立された
日仏合弁の建設コンサルタントで
あり今年で設立20年目を迎える。

日仏合弁という異色のコンサル
タントが誕生するきっかけとなっ
たのは、SECの会長森元峯夫のフ
ランス留学だ。森元は土木先進国
であるフランスに国費留学した際、
日本ではまだ知られていなかった
プレストレストコンクリートの定
着工法であるSEEE工法を学んだ。
そしてフランスの高度な技術を
日本に導入するべく設立したのが、
当社だった。設立当初は日本国内
でフランス式のコンサルティング
企業を目指し国内事業を進め、フ
ランスから技術者を呼び、SECか
ら若手を引き入れた。社名は「ア

ンジェロップ（INGÉROP）社」
と「SEC」を結合し、「アンジェ
ロセック（INGÉROSEC）」と
した。

さらに2009年、建設企画コンサ
ルタントから海外部門を継承し、活
動範囲を拡げた。実は私はもともと、
建設企画コンサルタントで海外部
門をまとめていたのだが、会社の
倒産を受けて海外部門ごとアンジ
ェロセックに移り、この時、建設企
画コンサルタントで実施していた
政府開発援助（ODA）業務も引
き継ぎ、以降、ODAにも積極的に
携わっていった。というのも、当時、
日本企業にとってハードルが高い
アフリカ仏語圏ではODAを民間
投資の呼び水にしていこうとの機
運が高まっていた。日本のインフラ
事業における契約や規格は英国式
が主流だが、当社は英国式・フラ
ンス式のどちらにも対応できる。こ
の強みがODAでも生かせると確
信したのだ。

英国式とフランス式は感覚的に

大きく異なる。例えば英国式の契
約では、「施主」「施工業者」「コ
ンサルタント」という３者関係で
成り立っている。しかし、フランス
式はもっと合理的だ。工事が始ま
ったら「施主」と「施工業者」の
２者になり、落札した業者に設計
責任も移る。「コンサルタント」
は施主の要望を実現する支援、ま
さにコンサルティングを行うこと
が役割となるので、中立性を保ち
つつ、施主と同じ立場で活動する
必要がある。

一気通貫で案件回せる人材を育成
社員は現在37人いる。当社のよ

うな中小規模のコンサルタント
が目指すべきは、「大手のコンサ
ルタントではできないことができ
る」に尽きる。そのためには、プロ
ジェクトにおける０から100ま
で、そして「０」以前のプロジェ
クト発掘までをも全てカバーでき
る人材を育成していく必要がある。
だからこそ当社は、橋なら橋、道路
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なら道路と同じ分野をずっと担当
するのではなく、一人のエンジニ
アとしてあらゆる分野を経験して、
どういった経過を経てモノが出来
上がっていくのかを学んでいける
環境を作っている。社員は分野も
ポジションも、性別も年齢も関係
なく、やってみたいと思ったこと
を自由に提案できる。

こうした一気通貫でプロジェク
トを回せる能力をプロのコンサル
タントの資質として求めるという
のは、まさにフランス式の考え方。
実際、フランス人からはよく、「お
前は“シビル”エンジニアだろう、
基本は一緒なのだから、橋でも道
路でも、空港だって出来て当たり
前ではないか」と気付かされる。

新たな挑戦へ
当社の現在の基盤事業は道路・

橋梁などの交通インフラのコン
サルティング業務だが、近年は機
材調達や技術協力プロジェクトも
実施している。パプアニューギニ
アでは無償資金協力で道路維持管
理機材を調達支援した後、技術協
力プロジェクトで道路整備能力強
化を行うなど、当社のこれまでの
知見を生かしたソフト面の支援も
行っている。中小企業の海外展開
支援も、新たに注力している分野
だ。これはインフラ事業とは異な
り、技術を現地でどう社会実装し、
ビジネスにつなげていくかという、
新しい視点や考え方が求められる。

当社はスタッフ皆の顔が見える利
点を生かし、社員全員で情報を共
有し、チームでフォローし合うこ
とができる。そうした中では、一人
では思いつかないような発想やア
イデアが生まれることも多い。私
はそうした環境作りを今後も整え
ていきたいと考えている。

今後の展望としては、これまで
事業展開してきたさまざまな国・
ジャンルの知見があるので、その
コンサルティングサービスを欲し
てくれる人に、いかに高品質な成
果を提供していくかに尽きる。現
在は交通インフラ分野の海外事業
を中心に展開しているが、他分野
や国内事業にも積極的にトライし
ていきたい。

世界43カ国で活動実績があるフランスを代表するコンサル
ティング企業、アンジェロップ社と技術協力関係を構築してい
るアンジェロセックは、その強みを生かして国際レベルの技術
提案を行っている。両社は協働プロジェクトも実施しており、そ
の一つが、無償資金協力のタンザニア・ダルエスサラーム市の
ニューバガモヨ道路拡幅計画だ。経済成長に伴い市内の自動車
台数が急増し交通渋滞が深刻化する同市の道路（4.5km）の
街路灯と交差点７カ所の信号システムを、アンジェロップ南ア
フリカ社と協働で設計、技術指導、設置工事を行った。現地の信
号システムは高品質の南アフリカ技術を採用していることから、
アフリカ圏の交通インフラ整備に高い技術力を有しているアン
ジェロップ南アフリカ社との協働が実現した。

グローバルネットワークを生かす
2019年10月、アンジェロセック社内にBIM/CIM研究所が

設立された。BIMは３次元のデジタルモデルに統合された情報
を設計、施工から維持管理に至るまで、インフラ事業のプロセス
全体において活用する新たなワークフローであり、建設業界に
おけるデジタルトランスフォーメーション（DX）の最重要技
術でもある。同社はいち早くBIMの活用に取り組み、タンザニア
の道路計画ではドローンや地理情報システム（GIS）と連携し
たBIMモデルを使った設計を、ベナンの立体交差計画では3Dモ
デルに埋設物調査を反映し施工検討を兼ねた設計を実施した。

また国内でもBIM/CIM推進の動きに伴い、建設部材の3D
モデル作成やインフラ維持管理分野における活動を進めている。

BIM/CIMをいち早く導入


